
 

 

 

 

 
 

 

   

 

 

５月２３日（火）福岡県中小企業振興センター（福岡市博多区）において、日本関

税協会本部主導で AEO 事業者連絡協議会分科会が開催されました。 

本分科会は、九州・沖縄地区では初めてであり、関税局・東京税関の全面的なご協

力のもと開催されたものです。 

分科会では、まず、関税局及び AEO センター担当官から「最近の関税政策・税関行

政について」の説明及び「事故事例の紹介」がありました。 

次に北九州市所在の㈱ジェネック様から、自社が AEO に取り組んできた経緯や苦労

した点、活用事例等についてパワーポイントを用いて分かり易くかつポイントを押さ

えた報告があり、参加者の皆様の今後の取り組みに大いに参考になったのではないか

と思われます。 

今回は、長崎支部・門司支部・沖縄支部の AEO 認定事業者会員企業を中心に２１社

３２名の参加があり、自由討議では予定時間をオーバーする熱心な意見交換が行われ

ました。 

 

  

【関税局・東京税関 AEO 担当官の皆様】        【活発に自由討議される皆さん】  
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「AEO事業者連絡協議会 九州・沖縄地区分科会」 

を開催しました 


